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現
代
中
国
の
書
家
二
十
人
を
紹
介
す
る
不
定
期
連
載

中
国
書
法
家
協
会
終
身
名
誉
主
席
で
あ
り
、
ま

た
詩
人
と
し
て
、
美
術
評
論
家
と
し
て
も
名
高

い
沈
鵬
氏
。
中
国
書
道
家
代
表
団
を
率
い
て
訪

日
回
数
も
多
く
、
日
本
の
書
家
と
の
交
流
も
深

い
。
こ
の
度
、
中
国
書
法
家
協
会
主
席
・
蘇
士

澍
氏
と
と
も
に
、
郭
同
慶
氏
が
北
京
に
住
む
沈

鵬
氏
の
書
斎
を
訪
問
。
長
年
に
わ
た
り
中
国
書

壇
に
君
臨
す
る
大
家
を
取
材
し
た
。　
　（
編
集
部
）

中
国
当
代
書
家
二
十
人

第
２
回

し
ん
・
ほ
う

一
九
三
一
年
、
江
蘇
省
江
陰
市
生
ま
れ
。
書
法
家
、
詩
人
、
美
術
評

論
家
。
中
国
人
民
美
術
出
版
社
編
集
長
を
経
て
、
現
在
、
顧
問
。
中

国
書
法
家
協
会
主
席
を
経
て
、
現
在
、
名
誉
主
席
、
中
国
国
家
画
院

書
法
篆
刻
院
院
長
、
中
華
詩
詞
学
会
名
誉
会
長
、
中
国
全
国
政
治
協

商
会
議
委
員
、
中
央
文
史
館
館
員
、
中
国
文
化
藝
術
界
聯
合
会
栄
誉

委
員
な
ど
を
兼
ね
る
。
詩
詞
集
と
し
て《
三
餘
吟
草
》《
三
餘
続
吟
》《
三

餘
再
吟
》《
三
餘
箋
韻
》、
美
術
評
論
集
と
し
て
《
沈
鵬
書
画
談
》《
沈
鵬

書
画
続
談
》《
書
法
本
体
と
多
元
化
》、
書
道
作
品
集
と
し
て
《
当
代
書

法
精
品
集
・
沈
鵬
巻
》《
沈
鵬
書
法
作
品
集
》《
沈
鵬
書
古
詩
十
九
首
長

巻
集
》《
沈
鵬
書
白
居
易
長
恨
歌
・
琵
琶
行
》《
沈
鵬
楷
書
千
字
文
》《
沈

鵬
草
書
千
字
文
》
な
ど
、
著
書
多
数

沈
鵬

取
材
・
文
／
郭
同
慶
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不
問
前
胸
後
背
身　

任
他
瘦
骨
與
肥
臀　

已
難
哄
聚
比
輪
囷　

少
息
時
機
叮
寡
人　

能
敵
老
牌
花
露
水　

却
遭
新
産
滅
瘟
神　

秋
風
逐
日
吹
凄
厲　

捱
進
南
窗
候
夜
昏

草
書
自
詠
詩
《
秋
蚊
》
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中
国
書
壇
に
君
臨

　

さ
る
二
〇
一
七
年
十
二
月
三
十
日
、
当
代
著
名
な
書
法
家
、
美

術
評
論
家
、
詩
人
・
沈
鵬
先
生
の
個
人
名
で
命
名
さ
れ
た「
沈
鵬

詩
書
画
賞
」の
授
賞
式
典
が
、
中
華
詩
詞
学
会
の
主
催
に
よ
り
中

国
国
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。
沈
鵬
先
生
は
、「
詩
書
画
」オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
の
創
造
的
な
才
能
を
持
つ
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

育
成
及
び
奨
励
の
た
め
、多
額
な
寄
付
を
行
っ
た
。
中
華
詩
詞
学

会
は
こ
れ
を
基
に
総
合
的
な
芸
術
賞
で
あ
る
「
沈
鵬
詩
書
画
賞
」

を
新
設
し
た
。
受
賞
式
典
に
関
す
る
報
道
に
よ
り
、詩
壇
・
書
壇
・

画
壇
、
及
び
文
芸
界
全
般
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

　

沈
鵬
先
生
は
長
年
に
亘
り
、
中
国
書
法
家
協
会
主
席
と
し
て

中
国
書
壇
に
君
臨
し
、
中
国
書
法
家
代
表
団
を
率
い
て
何
度
も

訪
日
し
て
、
様
々
な
団
体
や
書
道
家
と
の
交
流
で
、
日
本
で
も

知
名
度
が
高
い
。
し
か
し
、
詩
人
や
美
術
評
論
の
権
威
で
あ
る

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
先
頃
、
現
職
の
中

国
書
法
家
協
会
主
席
・
蘇
士
澍
氏
と
と
も
に
北
京
に
あ
る
沈
鵬

先
生
の
書
斎
を
訪
問
し
、
先
生
の
書
道
人
生
や
書
道
と
文
学
及

び
詩
文
の
内
在
的
な
関
係
を
尋
ね
た
。

　
文
筆
の
天
才
少
年
─
─
詩
書
画
の
薫
陶

　

沈
鵬
先
生
は
、
一
九
三
一
年
に
江
蘇
省
江
陰
市
（
当
時
は
江
陰

県
）
に
生
ま
れ
た
。
江
陰
市
と
言
え
ば
、
古
来
、
江
南
文
化
の
重

要
な
発
祥
の
地
で
あ
る
。
南
は
無
錫
市
と
繋
が
り
、
北
は
揚
子

江
を
臨
む
。
沈
鵬
先
生
は
旧
制
教
職
の
家
庭
で
生
ま
れ
た
。
父

の
雨
祥
氏
は
高
校
の
国
語
を
教
え
、
母
親
は
地
元
名
門
豪
族
の

出
身
で
高
い
教
養
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
沈
鵬
先
生
が
通
っ
た
城

南
小
学
校
は
、
祖
父
の
寄
付
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、

生
れ
つ
き
病
弱
だ
っ
た
沈
鵬
先
生
は
、
母
親
の
実
家
で
療
養
し

て
い
た
際
、
間
違
っ
た
薬
を
飲
ま
さ
れ
、
身
体
に
か
な
り
の
打

撃
を
受
け
、
今
で
も
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

生
活
面
で
優
し
く
世
話
す
る
母
親
だ
っ
た
が
、
躾
は
極
端
に
厳

し
い
。
ど
ん
な
良
い
成
績
表
を
持
ち
帰
っ
て
も
、
母
は
一
度
も
褒

詩
人·

文
人·

書
法
大
家 
沈
鵬 葉

落
秋
風
至　

仰
天
長
一
呼　

憑
窗
遮
遠
目　

伏
案
可
幽
居　

暇
日
休
窺
鏡　

忙
時
要
讀
書　

夜
闌
聞
蟋
蟀　

能
入
我
床
無

＊
《
詩
経
》（
国
風
・
豳
風
・
七
月
）
に
「
七
月
在
野
、
八
月
在
宇
、
九
月
在
戸
、
十
月
蟋
蟀
入
我
床
下
」
の
句
が
あ
る
。

草
書
自
詠
詩
《
新
秋
偶
成
》
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め
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
逆
に「
傲
っ
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
、

社
会
に
役
立
つ
文
化
人
に
な
る
な
ら
、
も
っ
と
進
ん
で
勉
強
し

な
さ
い
」
と
忠
告
し
た
。
母
親
の
仕
込
み
で
中
学
校
で
の
成
績
は

目
立
つ
ほ
ど
良
か
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
の
現
状
を
踏
ま
え
、「
農

業
国
の
我
が
国
は
工
業
化
を
実
現
せ
よ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
作

文
で
、
全
県
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
を
受
賞
し
、
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
全
県
二
位
を
獲
得
。
ま
た
、
文
学
愛

好
者
仲
間
と
「
曙
光
文
芸
社
」
を
結
成
し
、「
曙
光
」
と
い
う
会
報

を
発
行
。
沈
鵬
先
生
は
編
集
長
に
推
戴
さ
れ
、
自
ら
二
十
数
篇

の
散
文
を
発
表
し
た
ほ
ど
、
文
筆
の
天
才
少
年
だ
っ
た
。

　

教
育
熱
心
な
母
親
は
、私
塾
に
も
通
わ
し
て
く
れ
た
。そ
こ
で
、

沈
鵬
先
生
は
詩
書
画
に
触
れ
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ま
ず
は

当
初
、
江
陰
県
内
で
唯
一
の
挙
人
（
厳
格
な
郷
試
に
合
格
し
た

方
）
で
あ
り
、
詩
人
で
あ
る
章
松
庵
に
詩
詞
の
基
礎
を
教
わ
っ

た
。
後
に
、
沈
鵬
が
著
名
な
詩
人
に
な
っ
た
原
点
は
こ
こ
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
次
は
地
元
の
国
学
者
・
姚
菼
に
出
会
い
、

「
文
語
文
解
読
」
や
「
文
字
学
解
説
」
な
ど
を
丁
寧
に
教
え
て
貰

い
、
そ
れ
ら
の
学
問
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
文
語
文
の
作
文
は
相
当
の
量
を
こ
な
し
た
中
で
、
今
で
も

大
体
覚
え
て
い
る
の
は
「
西
瓜
」
と
い
う
作
文
。
先
生
は
ご
褒

美
と
し
て
「
篆
書
の
扇
面
」
を
く
れ
た
。
今
で
も
家
宝
と
し
て

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、学
問
の
大
先
生
に
も
誤
認
は
あ
る
。

例
え
ば
、
塾
で
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
沈
鵬
先
生
に
対
し
て
、
姚

先
生
は
「
こ
れ
（
大
煙
＝
阿
片
の
一
種
）
を
吸
え
ば
直
ぐ
に
治
る
」

と
勧
め
た
。
少
年
沈
鵬
は
半
信
半
疑
で
あ
り
な
が
ら
、
言
わ
れ

た
通
り
に
必
死
に
吸
い
込
ん
で
み
た
が
、
ち
っ
と
も
良
く
な
ら

な
い
。「
君
の
吸
い
方
が
悪
い
の
だ
」と
叱
ら
れ
た
そ
の
言
葉
は
、

今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

母
は
絵
画
の
塾
に
も
行
か
せ
て
く
れ
た
。
先
生
は
地
元
山
水

画
の
大
家
・
曹
竹
筠
翁
だ
。
曹
先
生
は
山
水
画
の
頂
点
は
宋
元

で
あ
る
と
い
う
観
点
を
持
ち
、
元
四
家
（
黄
公
望
、
王
蒙
、
倪
瓚
、

呉
鎮
）
を
順
序
に
解
説
し
、
摸
写
の
方
法
を
実
演
し
て
く
れ
た
。

特
に
倪
瓚
「
折
帯
皴
」
や
《
芥
子
画
譜
》
の
宿
題
が
多
か
っ
た
。

沈
鵬
は
教
本
で
学
ん
だ
技
法
を
も
っ
て
、
町
の
小
橋
流
水
、
い

わ
ば
「
江
南
風
景
」
を
常
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
あ
る
日
、
曹
先

生
が
そ
れ
を
見
て
、「
わ
し
が
ま
だ
教
え
て
な
い
「
余
白
」
の
処

一
夢
由
來
最
惋
傷

欲
題
四
字
索
枯
腸

人
情
練
達
通
關
節

世
事
悲
歡
急
就
章

好
了
歌
如
何
好
了

荒
唐
詩
益
轉
荒
唐

奇
書
哪
得
千
回
讀

磨
墨
人
磨
夜
混
茫

行
書
自
詠
詩《（
紅
樓
夢
館
）促
題
匾
額
》

清
晨
入
古
寺　

初
日
照
高
林　

曲
径
通
幽
處　

禅
房
花
木
深　

山
光
悦
鳥
性　

潭
影
空
人
心　

萬
籟
此
倶
寂　

惟
聞
鐘
磐
音

隸
書
自
詠
詩
《
題
破
山
寺
後
禪
院
》
詩

1996年11月

中国当代書家二十人　第2回 沈鵬

沈鵬氏（左）と談笑する中国書法家協会主席の蘇士澍氏（右）
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理
が
非
常
に
周
到
で
あ
り
、
実
に
驚
い
た
」
と
感
嘆
し
た
。
曹

先
生
は
余
白
に
適
切
な
工
夫
は
中
国
書
画
の
最
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
、
沈
鵬
先
生
の
生
れ
つ
き
の

「
虚
実
感
覚
」
を
高
く
評
価
し
、
こ
の
「
天
賦
」
を
も
っ
て
将
来

に
大
い
に
期
待
が
で
き
る
と
断
言
し
た
。

　

中
国
に
あ
る
「
三
歳
は
八
分
の
決
ま
り
」
の
諺
の
よ
う
に
、

幼
い
頃
の
仕
込
み
が
い
か
に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
か
、
母
が
一

番
分
か
っ
て
い
た
と
、
沈
鵬
先
生
は
今
で
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
文
学
青
年
が
国
家
の
書
画
出
版
に
携
わ
る

　

一
九
四
八
年
、
十
七
歳
の
沈
鵬
先
生
は
、
優
れ
た
点
数
で
国

立
中
正
大
学
（
現
在
は
江
西
師
範
大
学
）
の
文
学
部
に
入
学
。

在
学
中
、
文
学
及
び
英
文
学
を
得
意
と
す
る
沈
鵬
先
生
は
、
英

語
小
説
の
翻
訳
に
も
力
を
入
れ
、
中
国
語
訳
で
「
窮
餓
臨
門
」

と
い
う
小
説
の
翻
訳
出
版
ま
で
手
掛
け
た
。
ま
た
、
散
文
、
論

文
も
多
数
発
表
。

　

翌
年
の
一
九
四
九
年
十
月
一
日
に
新
中
国
が
誕
生
。
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
人
材
の
需
要
が
高
く
な
っ
た
。
文
学
分
野
で
頭
角
を

現
し
始
め
た
沈
鵬
先
生
に
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
。

　

文
学
で
四
年
大
学
卒
業
の
レ
ベ
ル
試
験
を
合
格
し
た
沈
鵬
先

生
は
、
上
京
。
新
華
社
が
主
催
す
る
「
媒
体
幹
部
訓
練
班
」
に

入
っ
た
。
半
年
の
媒
体
関
連
特
訓
を
受
け
、
す
ぐ
に
《
人
民
画

報
》
社
に
配
属
さ
れ
、
い
き
な
り
資
料
室
の
責
任
者
と
の
辞
令

を
受
け
た
。二
年
後
に
そ
の
高
い
能
力
が
評
価
さ
れ
、上
部
組
織
・

国
家
出
版
総
局
人
事
部
よ
り
、
人
民
美
術
出
版
社
の
編
集
長
の

室
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
書
画
が
大
好
き
な
沈
鵬
先
生
は
、「
如
魚

得
水
」（
魚
の
水
を
得
た
る
が
如
し
）
で
喜
ん
で
仕
事
を
全
う
し

た
。

　

室
長
の
主
な
業
務
は
、
編
集
長
の
代
わ
り
に
行
う
各
部
室
に

提
出
さ
れ
た
様
々
な
原
稿
の
校
正
で
あ
る
。
最
初
の
頃
は
、
沈

鵬
先
生
が
代
役
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
原
稿
を
編
集
長
が
再
確
認
し

て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
編
集
長
は
こ
の
文
学
青
年
の
能
力
を
高

く
評
価
し
、
校
正
は
完
全
に
任
せ
た
。
噂
を
聞
い
た
各
部
室
長

は
不
満
と
不
安
を
抱
え
た
。
し
か
し
、
沈
鵬
先
生
の
校
正
し
た

原
稿
を
確
認
す
る
う
ち
に
、
全
員
が
感
心
し
、
敬
服
し
て
く
れ

た
と
い
う
。

　

文
学
青
年
・
沈
鵬
の
も
う
一
つ
の
役
目
は
、
社
長
や
編
集
長

の
代
筆
だ
。
重
要
な
評
論
文
や
大
型
出
版
物
の
序
文
並
び
に
社

内
の
提
案
書
、
ま
た
期
末
報
告
書
な
ど
は
長
い
間
、
代
筆
し
た
。

五
〇
年
代
は
中
国
が
全
般
的
に
復
興
期
に
な
る
。
い
わ
ば
「
百

癈
待
挙
」
で
あ
る
。
沈
鵬
先
生
は
出
版
社
の
様
々
な
制
度
の
整

備
を
手
が
け
、
特
に
難
問
と
い
わ
れ
た
「
原
稿
料
制
度
」
を
ま

と
め
た
の
だ
。
ま
た
、九
〇
年
代
ま
で
の
数
十
年
間
の
間
に
、「
人

民
美
術
出
版
社
五
カ
年
計
画
」
や
「
十
カ
年
計
画
」
を
立
案
し

た
。
今
回
の
取
材
時
に
同
席
し
た
蘇
士
澍
氏
は
「
沈
鵬
先
生
は

美
術
出
版
社
を
支
え
た
裏
の
役
立
者
で
、
貢
献
度
が
極
め
て
高

い
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　

沈
鵬
先
生
は
一
九
五
一
年
に
人
民
美
術
出
版
社
に
入
社
し
て

以
来
、
社
長
秘
書
室
長
、
編
集
長
室
長
、
副
編
集
長
、
編
集
長

隸
書
自
詠
詩
《
上
海
黄
浦
江
夜
游
》

2005年夏

沈鵬氏（右）と取材中の郭同慶氏（左）
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を
歴
任
し
、
現
在
は
顧
問
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、《
中
国
書
画
》、

《
美
術
の
友
》、《
美
術
手
引
き
》
等
、
書
画
雑
誌
を
創
刊
・
編
集

し
、
ま
た
、
編
集
責
任
者
と
し
て
様
々
な
国
家
出
版
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
り
、《
中
国
古
代
絵
画•

故
宮
博
物
院
所
蔵
画
集
》（
全

八
巻
）、《
中
国
古
代
美
術
全
集
》、《
中
国
芸
術
》、《
中
国
書
法

全
集
・
書
法
篆
刻
篇
・
宋
元
金
書
法
巻
》、《
中
国
書
法
名
帖
精

華
叢
書
・
草
書
巻
》、《
大
型
グ
ラ
フ
・
北
京
》、《
大
型
グ
ラ
フ
・

ソ
連
》
な
ど
を
担
当
し
た
。《
中
国
古
代
絵
画•

故
宮
博
物
院
所

蔵
画
集
》（
全
八
巻
）
は
、一
九
九
三
年
に
中
国
「
国
家
図
書
賞
」

を
受
賞
。
そ
れ
ら
の
刊
行
に
関
す
る
序
文
や
美
術
評
論
な
ど
の

文
章
は
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
「
卓
有
成

就
な
美
術
史
論
家
」
と
中
国
美
術
家
協
会
に
表
彰
さ
れ
た
。

　
最
も
著
名
な
詩
人
・
文
人
・
書
家
大
家

　
　

沈
鵬
の
書
家
と
し
て
業
績
は
、
特
に
素
晴
ら
し
い
。
個
展

や
各
種
交
流
展
並
び
に
書
道
講
演
会
の
た
め
、米
国
、フ
ラ
ン
ス
、

日
本
な
ど
一
〇
カ
国
以
上
の
国
及
び
地
域
を
訪
問
し
た
。
国
内

で
は
、
峨
眉
山
、
長
江
三
峡
な
ど
、
懸
崖
や
各
地
の
名
所
旧
跡

に
題
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
作
品
は
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

と
詩
書
の
交
流
を
交
し
た
。

　

三
十
歳
前
は
、
文
学
に
夢
中
だ
っ
た
。
沈
鵬
先
生
は
、「
而
立
」

後
に
書
道
書
籍
の
編
集
を
繰
り
返
さ
れ
、
徐
々
に
書
道
へ
の
情

熱
が
再
燃
し
た
そ
う
だ
。
人
に
対
す
る
環
境
の
影
響
は
大
き
い
。

仕
事
で
《
中
国
書
法
全
集
》
や
《
中
国
書
法
名
帖
精
華
叢
書
》

な
ど
の
歴
代
書
法
名
品
に
深
く
沈
潜
し
な
が
ら
、
週
末
は
集
中

的
に
臨
書
に
励
ん
だ
。欧
陽
詢
の《
皇
甫
君
碑
》《
九
成
宮
醴
泉
銘
》

を
勉
強
し
直
し
た
。行
書
は
米
芾
の
諸
帖
、隷
書
は《
曹
全
碑
》《
史

晨
碑
》《
張
遷
碑
》《
石
門
頌
》《
石
門
銘
》
及
び
木
簡
竹
簡
各
種

を
広
く
臨
書
し
た
。
草
書
は
最
初
に
王
鐸
の
諸
帖
を
取
り
込
み
、

後
に
傅
山
が
面
白
い
と
思
い
、
傅
山
に
切
り
替
え
た
。
王
鐸
よ

り
傅
山
に
研
究
の
精
力
を
多
く
注
い
た
の
で
、
傅
山
の
真
髄
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
章
草
は
、鄧
文
元
の
《
臨
急
就
章
巻
》《
千

字
文
》
を
好
ん
だ
。
美
術
評
論
家
と
し
て
も
名
高
い
沈
鵬
先
生

は
、勉
強
方
法
に
関
し
て
も
優
れ
た
見
識
を
持
っ
て
い
る
。即
ち
、

一
書
家
一
書
体
に
束
縛
さ
れ
ず
に
広
く
勉
強
す
る
上
で
、
諸
家

諸
書
体
の
長
所
を
吸
収
し
、
自
分
の
も
の
に
溶
解
し
た
上
で
自

己
の
「
顔
」
を
作
り
上
げ
て
行
く
と
い
う
理
念
だ
。

　

沈
鵬
先
生
は
特
に
草
書
を
愛
し
、
独
自
の
草
書
風
韻
の
形
成

▶
十
里
洋
場
夜
未
央　

廔
船
來
往
織
梳
忙

　

驕
陽
消
息
尋
何
處　

散
入
吴
淞
七
彩
光

＊
款
記
で
「
梳
」
を
「
梭
」
と
訂
正
し
て
い
る
。

今
歲
中
秋
夜　

月
兒
十
七
圓　

天
時
有
如
此　

人
事
或
茫
然

雲
翳
羞
花
貌　

氣
清
托
玉
盤　

行
行
街
似
水　

凉
意
照

娟

草
書
自
詠
詩
《
中
秋
夜
獨
步
》

2017年10月

欧
州
、
米
州
、
ア
ジ
ア
多
数
の
美
術

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
七

年
の
早
春
に
読
売
新
聞
社
と
人
民
日

報
社
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
日
中
両

国
の
書
家
代
表
が
一
堂
に
蘭
亭
に
集

ま
り
、
東
晋
時
代
に
王
羲
之
が
主
催

し
た
「
蘭
亭
雅
集
」
を
再
現
し
た
際

に
、
青
山
杉
雨
氏
や
村
上
三
島
氏
ら

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
が
大
型
訪
中

団
を
組
み
、
参
加
し
た
。
中
国
の
啓

功
氏
や
沙
孟
海
氏
ら
も
出
席
し
、
曲

水
流
觴
の
宴
で
、
沈
鵬
先
生
は
、
隣

席
の
杉
岡
華
邨
氏
、
殿
村
藍
田
氏
ら

中国当代書家二十人　第2回 沈鵬
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は
、
偶
然
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
幼
い
頃
に
草
書
の
魅
力
を

感
じ
て
、
草
書
の
大
家
に
対
す
る
特
別
な
敬
意
を
持
っ
て
い
て
、

小
学
校
の
時
代
に
興
味
の
な
い
科
目
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
ず
に
、

隠
れ
て
絵
を
画
い
た
り
、
書
を
書
い
た
り
し
た
。
少
年
沈
鵬
は

岳
飛
の
草
書
作
《
還
我
河
山
》
の
出
版
物
を
持
ち
込
ん
で
、
鉛

筆
で
何
度
も
模
写
し
た
。
そ
の
線
の
千
変
万
化
に
魅
了
さ
れ
た

の
だ
。
青
少
年
の
時
代
に
は
、
限
ら
れ
た
草
書
名
帖
し
か
入
手

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
編
集
出
版
業
務
に
携
わ
り
な
が

ら
、
草
書
に
対
す
る
思
考
が
日
々
深
ま
っ
て
い
く
。
長
年
に
亘

り
編
集
責
任
者
と
し
て
歴
代
書
法
家
並
び
に
そ
の
代
表
作
の
選

択
、
分
析
、
討
論
、
批
評
な
ど
の
作
業
を
行
う
過
程
で
、
次
第

に
自
己
の
見
識
が
充
実
し
て
い
っ
た
の
だ
。
草
書
に
対
す
る
自

己
目
標
も
自
然
に
定
め
、
独
自
の
書
風
も
出
来
上
が
っ
た
背
景

は
そ
こ
に
あ
る
。

　

当
代
中
国
書
壇
の
大
御
所
・
沈
鵬
先
生
に
草
書
学
習
や
創
作

に
関
す
る
貴
重
な
経
験
を
伺
っ
た
の
で
、
以
下
の
四
つ
に
ま
と

め
み
た
。

　

そ
の
一
、
臨
書
方
法
。
臨
書
は
当
然
な
が
ら
重
要
な
学
習
過

程
で
あ
る
が
、
草
書
の
場
合
、
臨
書
だ
け
で
は
気
韻
を
得
難
い
。

最
も
重
要
視
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
意
会
」
で
あ
る
。

即
ち
、
手
本
の
作
者
の
意
図
、
そ
し
て
そ
れ
に
派
生
す
る
字
勢

や
筆
意
を
い
か
に
解
読
が
で
き
る
か
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
二
、
個
性
重
視
。
草
書
は
そ
の
崩
し
方
の
規
律
に
従
う
こ

と
は
賛
成
す
る
が
、
た
だ
し
一
種
の
「
標
準
」
に
束
縛
さ
れ
て

草
書
自
詠
詩
《
沁
園
春
・
呉
哥
古
窟
》

2010年10月
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▶
熱
帶
叢
林　

一
馬
平
川　

古
窟
列
張　

望
靈
岩
雕
琢　

崔
嵬
佛
閣　

蒼
穹
變
幻

駁
蝕
華
堂　

斧
鉞
天
開　

國
師
謀
略　

牛
鬼
蛇
神
到
此
狂
乘
豪
興　

有
同
來
眾
侶

慷
慨
宮
商　

千
年
風
雨
無
常　

念
往
昔　

干
戈
動
八
方　

縱
物
移
星
換　

土
埋
陳
跡

時
來
運
轉　

璧
合
重
光　

龐
貝
墻
垣　

泰
姬
陵
墓　

萬
里
長
城
一
帝
王　

文
明
史

盡
蒼
生
汗
血　

睿
智
流
芳

鐘
聲
廻
蕩
夜
遲
遲　

過
往
客
船
江
月
思　

閱
盡
古
今
無
限
事　

寒
山
化
育
一
身
詩

草
書
自
詠
詩
《
寒
山
寺
題
壁
》

中国当代書家二十人　第2回 沈鵬
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は
な
ら
な
い
。
い
か
に
個
性
を
発
揮
す
る
か
は
最
も
大
事
だ
。

そ
の
三
、
運
筆
速
度
。
一
般
論
で
い
う
と
、
草
書
の
運
筆
速
度

は
楷
書
・
行
書
よ
り
速
く
、
筆
法
の
動
き
に
変
化
が
多
い
。
し

か
し
沈
鵬
先
生
は
、
衛
恒
や
懐
素
の
書
論
に
基
づ
き
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
遅
い
運
筆
方
法
を
推
奨
す
る
。
そ
の
四
、
気
勢
雄
大
。

書
画
は
精
神
を
定
め
、
気
概
を
足
る
と
事
は
言
う
。
草
書
の
気

勢
は
ま
ず
内
蔵
し
、
そ
し
て
肩
、
腕
、
手
、
筆
、
筆
先
の
順
で
、

紙
背
ま
で
至
る
。
即
ち
蘇
東
坡
の
い
う
よ
う
に
、「
筆
至
ら
ず
前

に
、
気
は
既
に
呑
ん
で
い
る
」。

　

総
合
的
に
は
、「
胸
有
成
竹
」
の
熟
語
の
通
り
に
臨
場
し
、
左

右
の
呼
応
、
上
下
の
配
慮
な
ど
の
臨
機
応
変
な
取
り
込
み
姿
勢

が
大
事
と
い
う
。
ま
た
、出
来
上
が
っ
た
作
品
は「
遠
観
」「
近
察
」

の
ど
ち
ら
に
も
堪
え
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

沈
鵬
先
生
の
経
験
談
は
非
常
に
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
先
生
の
書
論
な
ど
の
著
書
は
、
身
の
丈
に
あ
ま

る
ほ
ど
多
い
。
一
九
八
〇
年
代
に
《
書
画
論
評
》、
九
〇
年
代
に

《
沈
鵬
書
画
談
》、
二
〇
一
〇
年
に
《
沈
鵬
書
画
続
談
》（
上
下
）

な
ど
四
十
万
字
を
超
え
る
美
術
評
論
著
書
を
出
版
し
、
作
品
集

と
し
て
《
当
代
書
法
精
品
集
・
沈
鵬
巻
》《
沈
鵬
書
法
作
品
集
》

《
沈
鵬
書
古
詩
十
九
首
長
巻
集
》《
沈
鵬
書
白
居
易
長
恨
歌
・
琵

琶
行
》《
沈
鵬
楷
書
千
字
文
》《
沈
鵬
草
書
千
字
文
》《
当
代
書
法

精
品
集
・
沈
鵬
巻
》《
沈
鵬
書
法
作
品
集
》《
沈
鵬
書
古
詩
十
九

首
長
巻
集
》《
沈
鵬
書
白
居
易
長
恨
歌
・
琵
琶
行
》《
沈
鵬
楷
書

千
字
文
》《
沈
鵬
草
書
千
字
文
》、
ま
た
、
糸
綴
じ
装
丁
本
《
沈

鵬
書
自
作
詩
詞
百
首
》
な
ど
、
数
十
種
類
の
作
品
集
が
発
刊
さ

れ
た
。
一
一
九
五
年
に
最
初
の
詩
集《
三
餘
吟
草
》が
出
版
さ
れ
、

そ
の
後
に
、《
三
餘
続
吟
》《
三
餘
再
吟
》《
三
餘
箋
韻
》
な
ど
の

詩
集
を
世
に
問
う
。
こ
れ
だ
け
の
人
物
は
中
国
書
壇
で
は
極
め

て
稀
で
あ
り
、
文
字
通
り
沈
鵬
先
生
は
、
詩
人
・
文
人
・
書
法

大
家
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
、
人
民
大
会
堂
に
お
い
て
揮
毫
す
る
こ
と
は
最
も

高
い
名
誉
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
に
政
府
の
担
当
部
門

に
よ
る
依
頼
で
、《
毛
沢
東
主
席
詞
・
沁
園
春
・
雪
》
の
巨
大
な

作
品
を
寄
贈
。
人
民
大
会
堂
で
今
で
も
堂
々
と
輝
い
て
い
る
。

　
名
誉
主
席
の
回
顧

　

沈
鵬
先
生
は
、
長
き
に
亘
り
、
中
国
書
法
家
協
会
や
全
国
政
治

協
商
会
議
の
重
要
な
職
務
に
就
い
て
い
た
。

　

中
国
書
法
家
協
会
の
前
身
で
あ
る「
北
京
書
学
研
究
会
」は
、文

化
大
革
命
が
終
止
符
を
打
っ
た
そ
の
年（
一
九
七
六
年
）に
設
立
。

大
物
の
趙
朴
初
氏
は
会
長
で
、
沈
鵬
先
生
は
秘
書
長
に
推
戴
さ

れ
、研
究
会
の
業
務
を
担
当
し
た
。
実
際
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
謝

徳
萍
氏
な
ど
で
あ
り
、蘇
士
澍
氏
は
最
も
若
く
一
番
熱
心
に
研
究

活
動
に
参
加
し
た
。
五
年
目（
一
九
八
一
年
）、中
国
書
法
家
協
会

が
出
来
て
、
全
員
は
書
協（
中
国
書
法
家
協
会
）に
入
り
、
中
堅
勢

力
と
し
て
書
協
を
支
え
た
。

　

一
九
八
一
年
五
月
、人
民
大
会
堂
で
中
国
書
法
家
協
会
の
設
立

総
会
が
召
集
さ
れ
、
第
一
回
中
国
書
法
家
協
会
理
事
会
に
て
、
舒

同
氏
は
主
席
、
趙
朴
初
氏
は
副
主
席
、
沈
鵬
先
生
は
十
九
名
の
常

務
理
事
の
一
人
に
推
薦
さ
れ
た
。
一
九
八
五
年
、第
二
回
中
国
書

法
家
協
会
理
事
会
で
啓
功
氏
は
主
席
、沈
鵬
先
生
は
副
主
席
に
選

れ
た
。
一
九
九
〇
年
十
二
月
、中
国
書
法
家
協
会
理
事
会
で
卲
宇

氏
が
主
席
、
沈
鵬
先
生
は
筆
頭
副
主
席
に
選
れ
て
、
翌
年
に
卲
氏

為
山
君
為
余
造
像　

深
得
東

坡
傳
神
記
之
三
昧　

所
謂

眾
中
陰
察
之　

蕭
然
有
意
於

筆
墨
之
外
者
也　

得
五
言
絶

句
誌
感

斥
筆
龍
蛇
走　

衝
冠
鬢
髮
邪

蒼
茫
惟
獨
立　

達
致
無
涯

草
書
・
自
詠
畫
贊
詩
・
酬
吴
為
山
君
為
余
画
《
斥
筆
圖
》

2015年5月

中国当代書家二十人　第2回 沈鵬

自
詠
詩
を
揮
毫
し
た
書
を
見
つ
め
る
沈
鵬
氏
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郭
同
慶 

か
く
・
ど
う
け
い

書
家
、
日
本
名
山
田
慶
太

郎
。
一
九
五
七
年
、
上
海
生

ま
れ
。
一
九
八
七
年
に
来

日
。
王
蘧
常
、
銭
君
匋
、
蕭

春
海
に
師
事
。
二
〇
一
四
年

度
で
上
海
（
朶
雲
軒
）、
東

京
、
京
都
、
前
橋
で
個
展
を

開
催
。
上
海
書
画
出
版
社

で
《
墨
海
一
粟
》
作
品
集
を

出
版
。
翰
墨
書
道
会
長
、
東
京
藝
術
院
長
、
東
京
海
派
書
画
院
常
務
副
院
長
、

全
日
本
華
人
書
法
家
協
会
副
主
席
兼
秘
書
長
、
豊
道
春
海
顕
彰
会
顧
問
、（
公

社
）
日
中
友
好
協
会
参
与
、
群
馬
県
日
中
友
好
協
会
理
事
、
上
海
呉
昌
碩
藝
術

研
究
協
会
理
事
、
上
海
復
旦
大
学
王
蘧
常
研
究
会
常
務
理
事
、
上
海
（
玉
佛
禅

寺
）
覚
群
書
画
院
画
師
な
ど
を
兼
ね
る

高
く
声
望
が
あ
る
人
間
国
宝
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。

　

沈
鵬
先
生
は
一
九
九
二
年
に
主
席
代
理
に
、二
〇
〇
〇
年
に
主

席
と
な
り
、
実
質
的
に
中
国
書
法
家
協
会
に
十
三
年
間
、
君
臨
し

て
き
た
。
氏
は
詩
人
で
あ
り
、
文
人
で
あ
る
。
ま
た
は
、
書
家
で

あ
り
、数
万
人
が
集
う
書
協
の
大
組
織
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
就

任
後
、
ト
ッ
プ
と
し
て
は
独
自
な
運
営
理
念
と
と
も
に
、
広
大
な

度
量
を
示
し
た
。

　

ま
ず
は
「
書
法
は
持
続
的
発
展
が
可
能
で
あ
る
」
と
の
理
念
を

発
表
。「
急
功
近
利
」（
利
益
や
成
功
に
目
が
く
ら
む
傾
向
）
を
一

掃
し
、
長
期
的
な
計
画
を
持
っ
て
、
書
法
文
化
芸
術
を
重
ん
じ
る

社
会
を
生
み
出
す
た
め
の
行
事
を
推
進
し
た
。
小
中
高
及
び
大

学
の
書
法
教
育
の
充
実
、
ま
た
校
外
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お

け
る
書
法
普
及
活
動
の
、協
会
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
強
加

な
ど
、具
体
的
に
指
導
し
た
。
ま
た
各
種
研
究
や
交
流
の
団
体
結

成
の
促
進
し
、
自
由
な
独
自
の
研
究
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
良

好
な
学
術
的
雰
囲
気
を
作
っ
た
。

　

第
二
、「
包
容
」
を
強
調
し
、
多
元
化
を
提
唱
し
た
。「
包
容
」

は
イ
コ
ー
ル「
団
結
」で
は
な
い
が
、「
包
容
」す
れ
ば「
団
結
」に

到
達
す
る
と
提
唱
。
協
会
の
内
部
で
様
々
な
意
見
が
出
る
こ
と

を
正
常
状
況
と
認
め
、学
術
的
に
意
見
を
述
べ
合
う
機
会
を
提
供

し
、
分
派
行
為
を
防
い
た
。

　

第
三
、「
原
創
」（
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
）
を
提
唱
。
中
国
国
家
画

院
書
法
院
長
を
兼
務
し
た
際
に
、
十
六
文
字
の
経
営
理
念「
弘
揚

原
創
、
尊
重
個
性
、
書
内
書
外
、
芸
道
並
進
」を
発
表
。
歴
史
に

残
る
書
家
は
皆
個
性
が
あ
り
、
例
え
、
唐
の「
欧（
陽
詢
）・
褚（
遂

良
）・
顔（
真
卿
）・
柳（
公
権
）」や
宋
の「
蘇（
東
坡
）・
黄（
庭
堅
）・

米（
南
宮
）・
蔡（
襄
）」は
、
み
な
個
性
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
他

人
に
な
い
要
素
を
持
つ
事
は
、
最
も
重
要
な
研
究
課
題
だ
と
、
檄

を
飛
ば
し
た
。
ま
た
、「
書
内
書
外
、芸
道
並
進
」の
提
唱
に
よ
り
、

若
い
書
法
家
達
の
間
に
、史
書
や
詩
詞
の
教
養
を
重
視
す
る
風
潮

が
出
来
た
。
小
文
の
始
ま
り
に
お
い
て
「
沈
鵬
詩
書
画
賞
」
の
創

設
に
触
れ
た
が
、
そ
れ
は
沈
鵬
先
生
が
苦
心
惨
憺
し
、
心
血
を
注

夜
飲
東
坡
醒
復
醉　

歸
來
仿
佛
三
更　

家
童
鼻
息
已
雷
鳴　

敲
門

都
不
應　

倚
杖
聽
江
聲　

長
恨
此
身
非
我
有　

何
時
忘
卻
營
營　

夜
闌
風
靜
縠
紋
平　

小
舟
從
此
逝　

江
海
寄
餘
生

草
書
蘇
東
坡
詞
《
臨
江
仙
》

昨
夜
西
風
凋
碧
樹　

獨
上
高
廔　

望
盡
天
涯
路　

衣
帯
漸
寛
終
不

悔　

為
伊
消
得
人
憔
悴　

衆
裏
尋
他
千
百
度　

驀
然
回　

首
那
人

却
在　

燈
火
闌
珊
處

行
書
《
王
國
維
論
為
學
三
境
界
》

の
病
死
に
よ
り
、
沈
鵬
先
生
は
八
年
に
亘
り
主
席
を
代
役
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、第
四
回
中
国
書
法
家
協
会
理
事
会
が
開
か

れ
、
沈
鵬
先
生
は
正
式
に
主
席
に
選
出
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
、

名
誉
主
席
に
な
り
今
日
に
至
る
。
中
国
で
は
沈
鵬
先
生
は
徳
が

い
だ
結
果
で
あ
り
、近
年
、オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
書
法
人
材
が「
雨

過
春
筍
」の
よ
う
に
輩
出
し
た
。

　

そ
し
て
沈
鵬
先
生
は「
身
を
以
っ
て
範
を
示
し
」、読
書
は
も
ち

ろ
ん
、詩
詞
の
創
作
は
発
表
作
だ
け
で
も
一
〇
〇
〇
首
を
遥
か
に

超
え
た
。
中
国
詩
詞
学
術
の
権
威
で
あ
る
「
中
華
詩
詞
学
会
」
は

そ
れ
ら
を
高
く
評
価
し
、同
学
会
名
誉
会
長
と
し
て
沈
鵬
先
生
を

招
聘
し
た
。
沈
鵬
先
生
の
詩
に
は「
読
書
毎
責
貪
床
晏
、
閲
世
未

嫌
聞
道
遅
」と
い
う
句
が
あ
り
、
上
句
は
身
体
が
病
弱
な
の
で
毎

朝
が
起
床
は
遅
い
、
下
句
は
孔
子
の「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に

死
す
と
も
可
な
り
」（《
論
語
》
里
仁
第
四
、八
）
の
教
え
に
よ
る
も

の
。
こ
の
詩
句
の
中
か
ら
沈
鵬
先
生
の
生
活
習
慣
や
価
値
観
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
な
句
が
あ
る
。「
暇
日
休
窺
鏡
、
忙
時
要
読

書
」（
暇
日
の
休
み
に
鏡
を
窺
い
、
忙
し
い
時
に
読
書
を
要
る
）。

　

持
続
発
展
、
包
容
団
結
、
個
性
強
加
を
明
白
に
打
ち
出
し
た
指

導
方
針
の
も
と
で
、
九
〇
年
代
後
半
以
来
、
中
国
の
書
壇
は
激
し

い
変
革
の
旋
風
が
巻
き
起
こ
り
、個
性
溢
れ
る
各
書
体
の
力
作
が

火
山
の
マ
グ
マ
よ
う
に
噴
出
、中
国
書
法
界
に
大
繁
栄
の
新
し
い

時
代
が
到
来
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
沈
鵬
先
生
の

賢
明
な
、
長
期
に
亘
る
協
会
運
営
の
成
果
と
し
て
、
そ
の
こ
と
は

書
法
史
に
刻
ま
れ
る
に
違
い
な
い
。
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